
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

362（S−194） 冂産婦誌63巻 2号

生涯研修 プロ グラム　 1． ク リニ カル デ ィ ベ ー
ト

3）生殖　  挙児希望 漿膜下子宮筋腫の 管理

3）妊娠前筋腫摘出の 立場に 立 っ て

順 天 堂 大 学 北 出 真 理

　【Fl的】低侵襲で術後癒着 も少 ない 腹腔鏡下筋腫

核 出術 （laparoscopic　myomectomy ；LM ）は，現
在生殖外科領域にお い て最も需要の 多い 手術 手技
で ある．しか し

一
方で は，LM の 普及 とと もに周産

期管理にお け る負担の 要因の
一

つ とな っ て い る の

も事実で あ り，手術適応 は厳密 に決定され る べ き

で あ る，本 講 演 で は LM 後 の second 　look　la−

paroscopy （SLL）所見 と妊娠 ・分娩予後の評価を

行 い tLM の 有用性 と安全性に つ い て検討 した．

【対象 と方法】当教室で 2009年 まで に LM を施行

した 3，047症例 に対 して ，以下の 4項 目を検討 し

た．  second 　look　laparoscopy（SLL ）を施行 した

660例 の 術後癒着 ・創部状態の 評価．  SLL 後に

妊娠が成 立した 156例に つ い て ．背景や 手術所見

を非妊娠群 （211例）と比 較検討．  不妊症例 621
例 に対する妊娠 ・分娩予後の 評価．  LM 後 に経

腟 分 娩 trial し た 72例 （VBALM 群）と VBAC
を試み た 38 例の 妊娠 ・分娩経過 の比 較 以 上 の

デ ータを解析 した上で ，漿膜下筋腫の 手術適応と

治療指針に つ い て 提案した．【結果】  子宮創部へ

の 癒着 は 235例 （35．6％），付属 器 へ の 癒 着 は 59
例 （8．9％）に認め られ，子宮創部 の 菲薄化 は皆無

で あ っ た．  SLL 後の 妊娠群 と非妊娠群 の 比 較で

は，年齢 と子宮内腔の 変形 （術前診断），術後高度

癒着の有無に有意差が み られ た （P＜O．05）．  621
例中 221例 （35．6％）に妊娠が成立 し，経腟分娩 を

試み られた 82例の うち 59例 （79．7％）が経腟分娩
に成功 した，経過中の 子宮破裂例は認め なか っ た．

  経過中帝モ切 開 に移 行 した症 例で は VBALM
群で 分娩停止 が 有意 に多 く（40％），経腟分娩 まで

の 分娩所 要時間は VBALM 群 で 有意 に 長 い 結 果
であ っ た （P＜ O．Ol）．【結語】LM は妊孕能温存手術

として 大変有用で ある が ， 術者 は妊孕能を維持し

出産に 耐 え うる子宮 の 形成術 を習得 す べ きで あ

り，妊娠 ・分娩経過 中は特 に 厳重 な follow　up が

必要で あると考 えられた．

4）待機の 立場 に立 っ て
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　不妊患者の 10％ 程 度に子宮筋腫 を認め，他に原

因の ない 不妊患 者の 2％ 程度に子宮筋腫 を合併す

る と報告され て い る．不妊症 と子宮筋腫 の 関係は

古 くよ り議論 されて きたが ，不妊症の 原 因 も多岐

に渡 り，また複数存在する こ と も多 く，更に子宮

筋腫 も大 きさ，位置，個数 などまちまちの ため，
大 規模 な prospective　study は難 しく明確 な結論

は出て い ない ．しか しなが ら近年の 画像診断 内
視鏡検査や ART 技術 の 進歩に よ り臨床 デ

ータ の

蓄積が 進みさまざまな報告がなされる ように なっ

た．その 多 くの 結論は，妊孕性は子宮筋腫の 位置

に よ り粘膜 ド筋腫 で は低下，筋層内筋腫で は子宮
内腔 を偏位 させ る もの は低 下，偏位 させ な い もの

は不明，漿膜下筋腫 は関係がな い とす る もの で あ

る．

　着床 障害や精子や受精卵の 輸送障害の 点などか

ら考える と，他の 不妊原因が考 え られず漿膜下筋

腫の 位置が卵管付着部近傍 に ある場合や非常 に大

きく子宮内腔 に変形 を起 こ して い る場合な どは積
極的な治療 も選択肢 とな り得るが ，手術の 侵襲や

癒着の 叮能性な ども考える と挙児希望漿膜下筋腫

は まず待機的に管理すべ きと考える．
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